立) II と措ろうケ川に生きよう 









田 izl 蠓司さん(砂 m « T ) 
「山への思いの初めは 
戴の*士で L たね，そ 
れからは冬の II しいと 
ころを «,つけては登り 
つづけました •» 年に 
わたり Q 本山 ft 会に在 
lae セて19いて {30 主 
代)おりますが’ UI には 
20代、30代とそれぞれ 
の釐り方、楽しみ方が 
あるものです*それ を 
卑く身につけたら、か 
なしめますね 
但し•蘸理，は大敵 j 



ま 

し 

て 

そ' 

の 

tz 

め 

か 

い 

1 

••， 

レ 

V 

K 

蚤 

ft 

-» 

て 

， 

+ 

廉 

の 

家 

で 

土 

并 

m 

さ 

ん 

吾 

町 


t 

通 

-> 

た 

時 

の 

• 

は 

1 

.ン 

で 

すぐ 

ス 

•y 

が 

て 

h 

索 

in 

い 

ス 

ボ 

r 

動 

物 

t 

の 

ふ 

れ 

い 


的 P OUT S S Elzl oxls IN TACH I ICAV/A In I T Y 

潑潮人生在此処 



はつらつじんせ 


に あり 



價移刃2子さん【泉*3) 
「S® だつた兄がテ M 
スの nl チに転®して 
し龚い i して' 私の主 
人の政置対策にテニス 


を to めたんです•夫蟠 
で始めたのが15年苗、 

ねも今ではとりつかれ 
てしま P ズ/拥ごさん 
•0 プロ•やリ01*か • 


«>1可濘子さん*:嵴町| 

年 B 才 ftMI — やっ 

てますけど通^-る^〇の 

が A り t すね•きまり 

正しいんです r 弓も矢 

を射る—でめ作- A の I 

つ I つ U * 味があって 
それ蚤すもぅち»々心 
が落ち*い X 1甴に麓 
中していく* •射，の取 

の鬵} si ， と射た後の抑 

怏1 T やめられ表せん 
ね、もう•先! aa 武士 
で家に古い m があリ i 
すけど < i でしようか j 


丹肩|二郎さん«支町) 
「ダンスは20代 T 始め 
たんだけど、»争で出 
来 V くなつてそれ，り 
に•仕事を Rltl 地域活 
»をするょうになつて 
始めたの U やつばりダ 
ンスだ P た/つい出て 
し！う A いう音のス r 
ッブ•いいじ争ないで 
T か，若さ日の油';»が 
*pf 

竹内寿惠子さん(嫌町) 
「仝くした*のないダ 
ンス T したけど*75才 

の^.ただ萑勘すもよ 

リ a いいん U やないか 

な' と！！やぎという 

か華：^::^^のね』 



n 破初太郎さん 〈 M 5. 
r 自転車との〇さあい 
a6 う30年になる•今 
め入は■的地まで車で 
行つたリするけど•供 


“最初から目 If , 寒で行 
<ょ«|東|円.西® 

札！^*あ6こち|人で 

金つた*今でも片道 !II 
i 位なら平¢1だね J 
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表紙は語る 

a い あ一と* ンルクスクリーン 

by »沢濘 


漢字テスト®) 

空糊に一字挿入を试みよ。 

►陰徳報 
► 存実亡 


9 月 14 日開催 ❼ 

敬老大会 
ところ：市民会館 

※詳しくは tr @2 iu 内538 


1989 


，丨（月 I 回発行） 


月刊 • えくてびあん-立; II と語ろう • 立；11(こ生きよう 


通巻62号 


鮮やかな色彩に • 
新鮮さを S じる作品。 
作者•宮沢®さん舫 
にラかがつてみ4。 

「ひと昔が通ぎ i し 
て*ようやく •これ 
だ*と思えてきま L 
たね"以前 ulft 業デ 
ザィンをやつてい i 
したので’このシルクスクリーン 
が体®的にマッチ L まして'数多 
くの作品を作つてきました•近代 
的な色彩•形は、デザィン畑の私 
に新たな発想と恁砍の火をつけた 

ようで . /今年 4 R から朝 H 力 

ルチヤ—センタ—に開汶された、 
•シルクスクリ—ン版一;入門•の 
嫌師として 

^ 4 »Lr 

|ぃる许沢さ 
JR .;」 ん。 tg の 
i — ‘もつ*モダ 
r ! 座 ンさ:,か^ 
の^?^ • - 

けているようだ • 「ひと U で•そ 
ダンさ，といつても，その杉•色 
が出てくるまでは、をれはもう生 
みの 》 L みですよ。それだけに出 
米上つた時は•ホッとしますね。 
それ fc •兄た®じより若いと S わ 
れるのもこの Iflt 瘸ですかね . U . 


3 


^手軽に 

日斎 



本ばなれが目立つと、よく云われるが、奋 
緒の重要性は古今かわるところがないはず。 
ここ立川の市立図畲館でも「 I 人でも多くの 
人に良害を！」と、魅命の努力。読畜の秋を 
間近かにして|度、図*館を訪れてみては。 


良ん 
? f さ 

害司 
Mllw 
J 


逨设畑を及年歩いてきまして， 
ここには 4 E : に来たばかりなんで 
す•外にいた時は•極雉で a あり 
ますが本の出し人れ®度かと思つ 
ていましたが、これが大きな間逢 
いでした•多くの方に出来る限り 
の資料を提供し、時問のサービ 
スを常に心がけていかなければそ 
の役削を*さないわけです*? V 地 
域1:設£された闵籴 t 館によつて、 
だれでもが ifl 径に本に触れられる 
ように•また、カバ—出来ない地区 
には移®1図害館が W うようにし 
てます■生活に密着したいまの状 
雔から、具体的になつている£図 
备館が出来てきますと，もつと te 
広い分野への対応が出米てきます。 
f *» ilitt ち寄れる場になれば . 篇 




ご存じの様に立川には • 8ヶ所 
に図 S 館がありますが、地域ごと 
の運當や*立川全体における冈 S 
館*営のあり方などを考ぇるのが 
主な投割です。借りて頂くための 
PR も •»« 会•映 sh 映などと 
合わせて行つています" M 農 r * 館の 
良い利用法を**的に表現してい 
るのですが’まだまだ知られていな 
い部分がありちょつと残念です。 
銳しまれる M 者館にと•立川以外 
の図*館に， m りる立場として時 
折り立ち寄るのですが•それぞれ 
の地域ごとに佃性があふれ、改め 
て本は生きているんだなあと思い 
ます。本そのものを»し出すのも 
大切ですが•利用される方とのふ 
れあいも同じように大切ですね* 


1一从 


1 


ハンデイキヤツブサ—ビスという 
と持殊な分野で特殊なスタッフが 
やつていると思われがちですが遑 
うんです。ハンデ f を持〇た方たち 
が I 般の方と同じょう1:閃 S 館を 
利用するためのごく当り前のサー 
ビ スなんです ♦ですから速® せず 
どんどん.£兒や注文を出1て|1し 
いですね*その立場でなければ 4 A 
づけない•不自由*はたくさんある 
と思いますから • ％在•点字本，衬 
.€朗說、宅41サ|ビス，，むつてい 
ますが，まだまだこれからですね。 
今度でさる図务眛には•ハン 
ディを持つた方が一人で来て • ！ 
般のガと同じフロアで*-人で f'l 
用できる•施設も内容も充実した 
ものを•と也つているんです" 


靈 J 

子供の場八：：、本や施0¢が»つて 
いるだ It でなく、なじみの入がい 
るといぅ平も大切なので•努めて 
声をかけています。子供たちに木 
を^む楽しさを(2;えたい•それに 
は cr 分が! s # Ji しなければ*ね•日々， 
何をつかむか黹に感覚を磨いてい 
なければならないので K 张します 
が•これがまた衆しいんです•そ 
れが伝えられた時、例えば地味だ 
けど本当に良い本に？供が«觔し 
てくれた時などとても咪しいです 
ね。学校へ利|«案内に行くとすぐ 
反応があつて大势来てくれたりし 
ますし* と wte 的に WJ きかけ 
たいのですが…。 9-^ isIF 館には 
子供たちが年&にくつろいで^ 
を楽しめる空問がぜひはしいです。 


ミス立川 , 89 
盛夏のなか決まる 


今年も例年のご t <_'£、 

fs 

中1:»の娥通が吹いた。 


戌つ FI 

S22 

日ウィル持没ステージで行われた 
•、、 K - ttlll コンナスト★である。 

(立川まつり実”娄兵仝+:催> 

在住•在勤 • か学の乙女43名が 
その身心の美を妓つた。ミス(: 

松村知- f さん g 。 啦じ•武*か 
を”さん g •;!!« 麻友美さん卿 
が選ばれた■趣味もゴルフ•編 
みもの h 多衫であつたが、浚ば 
れた〃立川 
の女性 ， L 
I て立川の 
ために努めら 
とを典 
やかな傲笑を 
もつてこたえ 
ていた* 




さる80:5日* n 本で W めて 
の 「 H 本フ y — クラィミング M 
チ惟」が国常昭和 se 念公冏で行 
われた。まだ•耳!:«い感觫の 
スポ—ツであるが•ヨ — P ツバ 
ソ連ではフアツシ B ナブルで* 
シティ^スポ I ツとして入^の 
岛い W 技。道共にたよらず，自 
分の- f - •足で傲かに出た入 T : 石 
を^掛りに17£からの赉戒«を發 
るものである。今までは* d 然の 
«場を利用 L ての非公式较技であ 
つたが•時代とと t に進化 I てき 
たスポ—ツである。|点に集中し 
て®る姿は何やら•入牛♦の様だ。 




え<てびあん 

ェ7 " 

メ- 


ベ ，/ W 

ボツクス^^, 

ここエティオビアは： n 本以上の学 

歴社会です。 n 本の小学校彳萵校 

C 当るのが^-彳12学年で、その上 

に短期大学や総合大学な f が*り、 

その他に技術学校らありま寸。総 

八：！人学は2校だけで大変な雌閱で 

すが•任•問も夜問も学脒に差はな 

いのでむしろ夜間部の方が fs 率が 


:痛い様です•というのも経済的な 

岬由で！¢1*間夜*学校に通う彰 

になるからで' 年代も梭 々 620ft . 

30 代、と( 1 -事が終ってから学校へ* 

といラ人がょくいます"学部につ 

いては%どが自分の意志とは無 WI 

係に学：21や闺が«り分 

けて I まい，その後の; 

職*までも S が決めて 

しまうという事です® 

それでも仕竽があるの 

はいい#で"ブラブラ. 

している人ら結 W いま 

す。私の所成している一 
t ころは，日本的に1 
うならば「并戸烟り公 t 
社/ここで働いている| 

人は大体が12学年以上?すが•ド 

ラィバ—は8学年卒のょうです“ 

羿給の為にも、仕事柒件を A くす 

る為にら上の学校へトライするの 

でしようが、その門は狭く、12学 
年まで U 努力次第ですが、その上 


となると相^;以 h の^力が必®で 

す。しかし' i の制*が^命的90% 

近いと n われた文盲率を64%まで 

にしたのも事茗です。ところで， 

この ta に a 公用^が2つあり•范 

一公用 S はアムハラ孫•琅二公用 

S は炎通です*科 

0としての^語の 

校業は一学年から 

ですが，7学年以 

上は仝て英迸で« 

浆が行われ、英語 

が m 来ないと大変 

です。といぅ51¢で 
12学年以ヒを芊* 
した人は結構英紐 

が上手です"この 

la で中流階級であろぅとするなら 

少く t も12学¥以上の^歴は必要 

で L よう，いくら卩本が学歴社会 

とは3つても、エテイオビアの*学 

歴絶対♦のシスチムには、とうて 

い及ぶものではないと似います" 



。茱掰牙^，, 40 
f •〇々!?落二 
艺ュ〇工1 ^} 热^:1ユ本 

rv 萬#牙 


i 立川クイズ ■ 

多摩の地に•八王 T -« ts にょ々 
初めて®灯が t もつたのは明治 28 
年のことですが•总速に筈及 I た 
のは大正に入つてからでした*今 
時、®力供給は電鉄会社の大切な 
副業で、中1:はその収入の方が多 
いところ t * «氕が RM で, S 妯だ 
つた時 p す。多摩のに大 
きく R 献したのが京•土 ts 気軌 
府中の同社から立川に%気が引か 


れたのは大正4年の6月❶さて、日 
給が70〜 gttt いラその頃* 5ワ 
ットの*灯1灯分の1ヶ H の%氕 
代はいくらだつたと思いますか。 

①!5« ②30« ③ 45 K 

〔8月号の*〕 ❸ 

府立二中 < 現都立立川高校》の開 
校は明治34年 5 H 3 日。3一学年 
合わせて200人棼 m のところを一人 
で闍抆したとか9生 SS はなかなか 
集まらず削立10問¥の時までの卒 
業生は何と251;人。ゥソみたいな括 • 



HR か S 



真如苑だょリ 

.« ぎてみると*炎天の fft 
{なつかしいものです。 

典やかな秋の入口にさし掛一 
f かりました•先 EC は都合に L 
一りま I てお休みをいたしまし~ 

™ たが、今月か， bi た*こころ, 

J 新たに皆さまをお迎えさせて/ 
ぃただ<來傾万端です • 

■ 〇時 9月153:幽 

午後 3 時 ― .S 時 

峰 

■御木 ft 、 ft 如 t 物館をはじぐ 
一めと L て映両など®りだくさ 1 
"んの用意がしてございます U % 
|立川巾民<成入>|:限らせ。 
一て項きます0 

-お申し込みは「えくてびぁ( 

ブん•コンパニオンし{木誌を手；| 

へ滩 I てくれた人》へ。 




0 赀さんは八，年の猛 * をどのよう 
にして乗り切つたで A りましよう 
か•わが工房では、今 X もまたク 
ラーとかいう文明機兵など使わ 
に(陰の声： H えないんだろう 
!》ウチワ|本で済ませました. 
0加えて•南部鉄の風鈴を轩下に 
つるしまして、風流を？ I 取つたひ 
til でした◊なかなかの美鈴で， 
それかあらぬか今月号の文章は行 
間から風雅な杏りがただよ-〇て> 
るようではありませんか"え、た 
だよつてこない？そんなはずな 
いんだけどなあ‘しつかりと^み 
なさ：/シツカリとツ。#ところ 
で•風鈴は It : 舞い時が肝心だ tw 
いております•なるほど秋風に PA 
るチリーンという音は.わびしさ 
が先だって Li います . e 水打つ 
頃»空すこしえくてびあん • 

im > 石《«-*小川好+轉山溝予|«|:|« 

tprA > 天 tffi * 板 SI 明含田 ft 泊 

スタジオ 2 6 9 tt/llIE 本多» 



|え<てびあん第62§ 
平成? C 年九月 la 発行 
発行所え <てびあん*集工房 
莨京都 JI/<leln 士見町2-20’(5 
パ—クビユ I ハイツ5 〇 I〒 IW 
用轱0四二五 gA 
识篥人立#啓介 
発行人沖耔 *BK 
印刷所咮大賡社 
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老«といい*靂の靈みという。そ 
れも3代つづけば_り尽くせない 
桷 K かあろう e この街 C も沈 ft し 
て黪かなる物*めかすかすがそ二 
ニニに»されていも • 


練って包むはココロイキ 



明 和38年に JB % •雄ぐ- 「甘«で作る；®醴鵾13生，てるんです •两 に*炒に左右されるので目が蓽せない、甘; "8 
霍が*る位で旅行にもなかなか竹け1ゼん觫っぼく®る3代巨を見守るひろ子夫人•夫春のイキはビッタリとみた • 


B の出屋(箱町2丁目) 

枋代は日野の人、出身地を«号 
にした。明治 39 年に立川で_|^ 
以來，戦中戰後のおょそ仕*にな 
らなかつた時代もくぐり拔けて和 
菜子を作つて米た。幼い頃から祖 
母に後とりとして«てられ、ごく 
自然に店を樾ぃだ 3 代目”今でも 
5菜からの装法で酒まんじゆぅを 
作る。手問をか a 心をかけて守り 
枝ける父相の•味*である 














